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巻頭言 
エレクトロニクスソサイエティ 副会長 (企画広報財務) 

礒田 陽次 (三菱電機） 

本年度のエレソ企画会

議を担当することになっ

た三菱電機の礒田でござ

います。エレソでは昨年度

から独立採算化の検討を

行って、運営体制・組織体

制を一新することになり

ました。本年度はこの独立採算化の試行時期にあ

たり、新体制での運営開始とエレソ独自の新規事

業の提案を行う年です。新体制では、「企画会議」、

「編集出版会議」、「研究技術会議」の３つの会議 

図１ 信学会およびエレソ会員数の推移 

 

を設置し、各会議の予算内で独自に運営できる範

囲が拡大されました。各会議の委員数は、企画会

議は５名、編集出版会議は１２名、研究技術会議

は研究会委員長を含めて３６名でスタートして

います。企画会議はこの新体制で新たに設けられ

た組織で、エレソ全体の財務管理を行うと共に、

会員サービスの向上に向けた新しい企画の提案

を行うことを目的としています。 

 

エレソの会員数と収支状況をそれぞれ図１と

図２に示します。平成 8年度頃をピークに年々会

員数が減少しており、それに伴う収入の減少によ

り財政基盤の悪化が懸念されます。会員数は減少

していますが、学生員の数は減っていません。 

図２ エレソの収支推移 

巻頭言………礒田陽次（三菱電機） 

寄稿(エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記)………小川真人、土屋英昭、三好旦六 (神戸大学)、

小山二三夫 (東京工業大学・精密工学研究所)、橋本修 (青山学院大学)

短信… 2006 年材料・デバイス サマーミーティング報告、新フェローご紹介 



正員の数が減っているのです。大学を卒業後、就

職してから学会を辞める人が多いと思われます。

この現象に歯止めをかけることが必要です。若い

技術者に魅力的と感じてもらえる企画を考えて

行きたいと思っています。 

論文誌発行事業は学会としての最大の使命で

すが、論文数が増えると赤字も増えるという構造

になっており、大きな課題でした。今年度からの

オンライン化により、赤字構造から脱却できると

期待しています。今後も経済的観点からチェック

しつつ維持・拡大していきたいと思います。 

現在エレソは IEEE EDS および IEEE LEOS とシ

スターソサイエティの協定を締結しているのを

会員の皆様はご存知でしょうか？この協定によ

って、相手側ソサイエティの論文を低価格で購入

できるメリットがあります。IEEE だけでなく、ヨ

ーロッパや韓国の学会とのシスターソサイエテ

ィの協定も今後検討して行きたいと考えていま

す。また、応用物理学会など他学会との連携も意

義があると思います。具体的には、共同開催の全

国大会や研究会などが実施できれば面白いので

はないかと思います。互いに切磋琢磨し、WIN-WIN

の関係になるような連携のアイデアが必要です。 

ソサイエティ独自の活動がほとんど無く、学会

が魅力的でないという危機感、年々会員数が減少

しているという危機感がある今、アイデアをどん

どん出して、ソサイエティを面白くしたいと思っ

ています。皆様からの提案も大歓迎ですので、メ

ール等でご連絡ください。 

 

著者略歴： 

1979 年 阪大大学院工学研究科修士課程修了．同年、

三菱電機(株)に入社．以来，マイクロ波受動回路お

よびマイクロ波半導体回路の研究・開発に従事． 

2002～2004 年東北大学電気通信研究所教授． 

現在三菱電機情報技術総合研究所マイクロ波回路部

長．博士（工学）．IEEE シニア会員． 

 
 
 

 

エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記 

１.Ｓｉエレクトロニクス分野 

「ナノスケールデバイスシミュレータの 

先駆的研究」 

小川 真人、土屋 英昭、三好 旦六 (神戸大学) 

この度は思いがけな

くエレクトロニクスソ

サイエティ賞を授与頂

き厚く御礼申し上げま

す。受賞の対象が「ナノ

スケールデバイスシミ

ュレータの先駆的研究」

ということで、筆者らが

長年取り組んできた基

礎的な研究を評価頂き

光栄に思っています。 

最近、半導体デバイス

の微細化の流れが急速

ですが、これに伴って

CADに組み込まれている

「ドリフト拡散モデル、

エネルギー輸送モデル、モンテカルロ法」などの

半古典論に基づくデバイスモデルの信頼性が揺

らぎ始めています。 実際、デバイスのナノスケ

ールへの微細化が進むにつれて、従来の単純な半

古典輸送モデルではデバイス特性の予測が困難

であり、量子輸送理論に立脚した量子力学的デバ

イスシミュレーションが重要であることが認識

され始めています。 

半導体結晶成長技術と微細加工技術の急速な

進歩により、電子の平均自由行程と同程度の大き

さのメゾスコピック構造が比較的容易に得られ

るようになってきたことを背景として、筆者らの

研究室は１５年ほど前から、メゾスコピック系の

物理とそのデバイス応用の研究を開始し、特に電

子波デバイスの非線形・動的量子輸送モデルを中

心に研究を進めました。当時、量子輸送モデルと

しては、線形応答理論である久保公式が世界的に

よく知られていましたが、これに代わり、非線形



電圧電流特性などの非平衡動作時の特性予測・再

現に用いるため、新たに非平衡量子輸送モデルの

開発が必要でした。そこで、今日では次世代の量

子力学的デバイスシミュレータの中核技術要素に位

置づけられている「非平衡グリーン関数法」や「量

子補正を導入したモンテカルロ法」など先駆的なデ

バイスモデルの研究に着手し、ナノスケールデバイ

スに適用してきました。 

「非平衡グリーン関数法」は誕生以来 40 年近

くになる量子輸送モデルであり、摂動展開の次数

を系統的に大きくとれば、正確にフォノン散乱や

電子電子散乱効果を取り入れることが保証され

ている解析法です。その複雑さと膨大な計算量の

ために、適用は１次元の物理現象の解析に限られ

ていました。しかし電子波のコヒーレンシーが動

作を支配するナノスケールデバイスの場合には、

グリーン関数の計算が簡単になるため、ポアソン

方程式とセルフコンシステントに解くことが可

能になり、現実のデバイスのバリスティック輸送

解析に適用されるようになりました。もう一つの

「量子補正を導入したモンテカルロ法」は、「量子補

正ドリフト拡散モデル」と同様、量子力学的ボルツ

マン方程式（ウイグナー関数モデル）を基礎として

発展したモデルですが、室温で動作させるデバイス

の定量的な輸送解析には、現実的で有力な武器とな

っています。従来のモンテカルロ計算の資源を有

効に活用しながら、量子効果を含むナノスケール

デバイスのシミュレーションが可能です。 

量子力学的デバイスシミュレータは、上記の

「非平衡グリーン関数法」と「量子補正半古典モ

デル」の２つのモデルに集約されてきた感があり

ます。現在、大学を中心に精力的に体系化が進め

られているところですが、これらの量子力学的デ

バイスシミュレータが広く技術者に普及し、ナノ

スケール MOS 素子、CNT 素子さらに分子デバイス

などのナノエレクトロニクスの進展に役立つた

めには、可視化の努力は勿論のこと、シミュレー

タの安定性や高速性についてさらに進化させて

いく必要があると考えています。 

 

著者略歴: 

小川真人 

 昭和５５年 東京大学工学部電子工学科卒業 

 昭和６０年 工学博士. 神戸大学助手 

 平成１４年 神戸大学教授. 現在に至る. 

その間 IBM T. J. Watson 研究所客員研究員 

（平成４年～５年）  

土屋英昭   

 昭和６２年 神戸大学工学部電子工学科卒業 

 平成 ５年 工学博士. 神戸大学助手 

 平成１５年 神戸大学助教授. 現在に至る. 

      その間 イリノイ大学 文部省在外研究員 

（平成１１年～１２年） 

三好旦六 

昭和４２年 東京大学工学部電気工学科卒業 

昭和４７年 工学博士. 神戸大学専任講師 

昭和６２年 神戸大学教授. 現在に至る. 

     その間  マギル大学客員教授（昭和５１年） 

   ベル研究所客員研究員（昭和５７年～５９年） 

 

 
２.化合物半導体・光エレクトロニクス分野 

「面発光レーザのモード制御技術開拓と 

並列情報処理装置への展開」 

小山 二三夫 (東京工業大学・精密工学研究所) 

 今回、平成１８年度

のエレクトロニクス

ソサイエティ賞に選

考頂き、身に余る光栄

です。エレクトロニク

スソサイエティの関

係各位に深く感謝す

る次第です。 

 受賞内容は、「面発光レーザのモード制御技術

開拓と並列情報処理装置への展開」ですが、面発

光レーザは、伊賀健一東工大名誉教授が 1977 年

に発明したもので、米国政府のナノテクノロジー

イニシアティブのホームページにも日本発の革

新的な IT 技術として紹介されている日本発の独



創技術です。半導体基板と垂直方向に共振器を形

成して、表面からレ−ザ光を出射するレ−ザ構造で、

消費電力が小さい、２次元アレー化が可能、ウェ

ハ単位での性能試験が可能であるなど、従来の半

導体レ−ザに比べて多くの利点があります。通常

の半導体レーザの数十分の一の小さな電流で動

作する低しきい値素子も実現されており、これら

の特徴を活かした、高速光データリンクの光源と

して実用化が急速に進められ、高精細レーザプリ

ンタ、レーザマウス、光センサ用光源としても実

用化され、スーパーコンピュータ内光配線など多

様な応用も検討されております。 

 筆者は、1985 年に面発光レーザの研究に着手し、

伊賀健一東工大名誉教授とともに、初めて室温連

続動作を達成するとともに、その低消費電力化、

モード制御技術開拓、波長域の拡大などの基盤技

術の開拓を進めてまいりましたが、既に面発光レ

ーザの研究に参画してから早いもので２０年が

経過します。この間、研究室の多数の大学院学生

諸君とともに研究を取り組んできました。この場

をお借りして、感謝の意を表したいと思います。 

 これまで民間企業との共同研究プロジェクト

も関わることができました。これらの一部の研究

成果は、共同研究の企業研究者により実用化が展

開され、例えば２次元面発光レーザアレイを搭載

した高精細カラープリンタの世界初の実用化に

結実するなど、我が国での面発光レーザの産業応

用に微力ながら貢献できたと思っております。 

 情報産業分野は、２１世紀の我が国産業の牽引

車として、大きく期待されております。その中で、

光通信に代表される光エレクトロニクスは、情報

の流れを支える重要な学術分野です。今後とも、

こういった新しいデバイスの研究開発を、産官学

の連携を推進しながら、さらに進めていきたいと

思っております。昨今、我が国の産業の国際競争

力がたいへん厳しい状況になりつつあると言わ

れております。特に、急速に進む少子高齢化やエ

ネルギー、資源面から様々なハンデを背負ってい

る我が国にとっては、優れた科学技術と優秀な人

材を育てていくことが必要不可欠です。今回の受

賞を大きな励みと致しまして、今後とも微力なが

ら、新たな産業を生み出すような研究開発と、柔

軟な思想をもった人材の育成に務めていきたい

と願っております。 

 

著者略歴： 

昭和５５年 東京工業大学工学部電気電子工学科卒 

昭和６０年 東京工業大学大学院理工学研究科博士 

課程修了 

昭和６０年 東京工業大学精密工学研究所 助手 

昭和６３年 東京工業大学精密工学研究所 助教授 

平成１２年 東京工業大学精密工学研究所 教授 

単一モード半導体レーザ，面発光レーザ，半導体光

増幅器，半導体光集積回路，光マイクロマシンなど

の研究に従事．IEE Electronics Letters Premium 

Award，IEEE Best Student Paper Award，電子情報

通信学会篠原奨励賞，電子情報通信学会論文賞，丸

文学術賞，応用物理学会会誌賞，市村学術賞などを

受賞．  

 

 
３.エレクトロニクス一般分野 

「高周波領域における材料定数測定法に関

する研究」 
橋本 修 (青山学院大学) 

この度はエ

レクトロニク

スソサイエテ

ィ賞を授与頂

き、心より御礼

申し上げます。 

 携帯電話や

各種無線通信機器など、情報通信技術の飛躍的な

発達と普及に伴って、我々の生活環境は「電波洪

水」とも呼ぶべき環境となっています。様々なデ

ィジタル機器が発生する電磁波ノイズは、通信機

器間での干渉によって誤動作や通信速度の低下

といった問題を起こすほか、一部では人体影響も

懸念されています。このように氾濫する電波から



「いかに不要な電波を吸収、あるいは出さないよ

うにするか」「いかに電子機材や人体を保護する

か」、そして「いかにこれらの計測を行うか」を

テーマとした生体・環境電磁工学を中心に、15 年

間にわたり研究を進めてきました。近年では、無

線 LAN や ETC、そして電子機器内部における近傍

電磁界に対する吸収・シールド技術が研究対象の

中心を担っています。 

 この吸収技術の代表的なものが電波吸収体・シ

ールド技術でありますが、研究・開発を進めるに

あたってのキーテクノロジーは「材料測定」であ

り、根幹技術といえます。これはつまり、吸収材、

シールド材として使用を想定している物質の誘

電率、透磁率といった電気的特性の測定技術であ

り、同じ物質でも周波数によって電気的特性は異

なるため、所望の周波数帯において高精度に評価

を行う必要性があります。 

 材料の電気的特性を測定する方法としては、導

波管法、共振器法さらには同軸管法が従来技術と

してありますが、測定する試料に高精度の加工が

要求され、試料変形や試料挿入時の導波管壁面と

の隙間が測定結果に大きな誤差をもたらすデメ

リットがありました。このような状況下、上記し

た導波管や共振器を用いた非破壊測定法、液体や

粉体試料の測定法やその測定誤差評価の検討を

行うとともに、さらに測定試料に加工精度が要求

されず複素比誘電率および複素比透磁率の同時

測定が可能な自由空間法を提案し、より高精度な

測定技術の確立を目指してきました。研究の一例

として自由空間法について述べますと、光領域で

の屈折率や薄膜の厚みを測定するエリプソメト

リー法は（写真 1）、近年において実用化に至った

代表例です。この測定法は、TM 波と TE 波の反射

係数の振幅を測定することにより複素比誘電率

を測定する方法であり、スカラー測定であること

から、ミリ波帯における高価なベクトルネットワ

ークアナライザを必要としないことや、測定試料

ごとの反射や透過基準の校正測定が不要である

というメリットを有しています。その他にも、マ

イクロ波帯では、一般的に使用されるホーンアン

テナを用いた自由空間透過法（写真２）、またミ

リ波帯では、レンズアンテナによりアンテナビー

ムを収束させ、コンパクトで高精度なレンズ法の

測定システムを確立し、またこの方法を異方性材

料の評価へと応用を進めています。 

 電波利用は、今後マイクロ波帯からミリ波帯へ

移行し、やがてはテラヘルツ領域における用途も

増加するものと予想されています。このような時

代背景を踏まえ、テラヘルツ領域における材料の

電気的特性に関する評価の重要性も視野に入れ、

さらなる研究に取り組んでいく所存でおります。 

 

 

 

写真 1  エリプソメトリー法の概観 (V 帯) 

 

 

 

写真 2 自由空間透過法の概観 (C 帯) 

 



著者略歴: 

 昭和５３年 電気通信大学大学院電気通信学研究 

科修了. 同年（株）東芝入社. 

 昭和５６年 防衛庁技術研究本部 入庁. 

 昭和６１年 東京工業大学大学院博士課程修了. 

工学博士. 

 平成３年  青山学院大学助教授. 

 平成６-７年 イリノイ大学客員研究員. 

 平成９年  青山学院大学教授.  

 

 
「2006 年 材料・デバイス サマーミーティ

ング報告」 
 
２００６年６月３０日(金) 機械振興会館にお

いて、以下の研究専門委員会参加の下、2006 年 

材料・デバイスサマーミーティングが開催されま

した。 

・光エレクトロニクス 

  ・レーザ・量子エレクトロニクス 

・集積光デバイス 

・電子部品・材料 

・機構デバイス 

・有機エレクトロニクス 

・次世代ナノ技術 

 

 

(1) 特別講演「フォトニックネットワーク

におけるイノベーションの創出」 

講師：総務省情報通信政策局 技術政策課 

研究推進室長 竹内芳明氏 

 参加人員約７０名。ご講演ならびに質疑応答の

概要は以下の通り。 

e-Japan 戦略が 2001 年から開始され、ブロード

バンドインターネット網の整備が急速に進展し

た。日本は、事業者間の熾烈な競争の結果、世界

で一番安いインフラを手中にした。家庭への光フ

ァイバ敷設（FTTH）は、500 万世帯を越え、銅配

線によるブロードバンドネットワーク（ADSL）を

越えつつある。今年 1月に新たな改革戦略が発表

され、医療分野、電子政府、交通・物流制御など、

IT による産業活動の効率化、競争力強化に加え、

社会のセキュリティ確保と個人のセキュリティ

の問題、IT 社会の恩恵を浸透させるための機器の

改良や教育・研究体制の強化などが打ちだされて

いる。今後、IT 環境を持続的に発展させるために

認識しておくべき事項としては、①爆発的なトラ

フィックの増加にどのように対応するか。ルータ

を中心に機器のサイズやエネルギー消費量が限

界に近づいている。②日本において世界的にも先

端的なブロードバンド市場が形成されたのを契

機に、市場需要ドライブ型の技術開発を行うこと

により IT 機器の国際的な競争力を持続的に発展

できないか。などが挙げられる。総務省としては、

次世代ルータの開発と、有線・無線のシームレス

な連携による情報ネットワークのインフラ整備

が重要と考えている。また、アンケート調査にあ

るように、日本の強みは、材料・デバイス分野に

あり、光デバイス関連と携帯電話に代表されるコ

ンパクトな IT 機器関連分野を更に強化したい。

長期的な発展を担保するための基礎研究も重要

と考えており、テラヘルツ領域への周波数資源の

拡張やナノ ICT に注目している。日本の研究開発

の問題点として、デバイスレベルからシステムレ

ベルまで、異なった文化を持つ研究分野間の連携

が弱く、結果として並列かつ協調的な研究を効率

的に遂行できていない。このため、技術的な課題、

社会的な要請、とそれらを解決するべき時間スケ

ールを明示するためのロードマップの作成と関

係者の交流を促進するオープンテストベッドの

整備が重要であり、産学官、それぞれの特徴を活



かした活動を支援してゆきたい。  

(3) 電子部品・材料、 機構デバイス、  

有機エレクトロニクス 合同 質疑応答１： 

 韓国においては、ADSL を中心にブロードバンド

網が発展していると聞くが、最近の事情はどうか。 CPM関係からは、NaNbO3反強誘電体の作製、圧電

セラミック単板による超音波モーターの試作、種

結晶片を用いたYIG単結晶薄膜の作製、有機薄膜

トランジスタの作製に関する 4 件の発表があり、

EMD関係からは、樹脂材料の接着接合メカニズム、

3 次元光メモリ材料の検討、ホログラム記録材料

の検討、受動相互変調の評価法の検討に関する 4

件の発表があった。さらにOME関係からは、有機

ポリシランの構造と物性解明、ポリイミド材料に

よる低損失光導波路の作製、高分子薄膜の成長過

程の検討に関する 3件の発表が行われた。新規技

術の提案や関連した興味深い発表が多く、活発な

議論がなされ、非常に充実した研究会であった。 

->最近では、光ネットワークのトライアルが活発

化。 

 

質疑応答２： 

最近の政府支援のプロジェクトは、全体的に数

値目標が優先され短期的である。良い研究は時間

がかかることを認識して欲しい。研究環境は必ず

しも改善されていないのではないか。 

-> 総務省としても、大学を中心とした基礎研究 

や、優秀な人材の育成が必須であることは認識 

している。 

  (記： 小倉 睦郎 (産業技術総合研究所)) 

 (記： 清水 英彦 (新潟大学)) 

(2) 光エレクトロニクス、レーザ・量子エ  

レクトロニクス、 集積光デバイス 合同 (4) 次世代ナノ技術 

  

「量子効果デバイス（光信号処理、LD、光増幅、

変調等）と集積化技術、一般」をテーマとして、

３研究会の共催で行われた。1.3 ミクロン帯アク

セス系用高速直接変調半導体レーザ、新規構造の

薄膜 DFB レーザ、量子細線レーザ、40Gbps 波長変

換モジュール、半導体光スイッチ／光変調器、面

発光レーザ構造による新しい光位相シフタ、光Ｄ

Ａ変換器、フォトニック結晶導波路における非線

形光学効果、アクセス系用広帯域光分岐回路など

の１３件の発表があり、短距離ネットワーク用の

半導体レーザの最新技術から、光スイッチングな

どの光制御の最先端技術まで、活発な議論が行わ

れた。 

今回のテーマは、青色発光ダイオードで知られ

ている窒化物半導体InGaAlNの中のInNとInNリッ

チInGaNに関して、「InN系材料の現状と将来」と

題して研究会を開催した。InNのバンドギャップ

の議論は、1889年の予測と2001年の測定に端を発

して、活発化してきている。委員会内講師として

東北大の松岡、外部講師として立命館大学荒木先

生、千葉大学石谷先生、福井大学山本先生、およ

び、上智大学菊池先生をお招きし、MOVPEとMBEに

よるエピタキシャル成長、物性研究、Inリッチ

InGaNについて、現状と将来展望についてご紹介

頂いた。各方面からの参加者３８名によって、ホ

ットな議論が行われた。 

(記： 小山 二三夫(東京工業大学)) (記：松岡 隆志 (東北大学)) 

 
 

「新フェローご紹介」 
エレクトロニクスソサイエティの新フェローが決まり、新フェロー称号贈呈式が 2006 年ソサイエテ

ィ大会にて行われました。 



エレクトロニクスソサイエティ新フェローリスト 

 
氏 名 

(敬称略、50 音順） 

最終(現)職歴 

業績 

内山 邦男 

 

㈱日立製作所 中央研究所 

デジタル民生機器向けマイクロプロセッサの先駆的研究開発 

亀山 充隆 

 

東北大学大学院 情報科学研究科 

知能集積システムに関する先駆的研究 

栗城 眞也 

 

北海道大学 電子科学研究所 

超伝導センサの開発と磁気計測応用に関する先駆的研究 

小林 功郎 

 

東京工業大学 精密工学研究所 

光通信用半導体レーザの研究開発と実用化への貢献 

鈴木 幸治 

 

ＳＥＤ㈱ 

薄膜トランジスタ型液晶ディスプレイの研究開発と実用化への貢献 

高田 進 

 

埼玉大学 工学部 

ジョセフソン集積回路の研究開発への貢献 

田中 嘉津夫 

 

岐阜大学 工学部 

新手法の開発による計算電磁気学への貢献とナノフォトニクスへの応用 

平地 康剛 

 

東京工業大学大学院 理工学研究科 

マイクロ波半導体デバイスの研究開発への貢献 

水品 静夫 

 

浜松科学技術研究振興会 

マイクロ波の発生と医学応用技術の貢献 

水谷 孝 

 

名古屋大学大学院 工学研究科 

ナノ構造を用いた高機能電子デバイスに関する研究への貢献 

箕輪 功 

 

玉川大学 工学部 

接触界面における電気伝導現象解明への貢献 

山本 寛 

 

日本大学 理工学部 

磁性、超伝導、表示薄膜材料における新機能発現への貢献 

和田 朗 

 

㈱フジクラ 光電子技術研究所 

大容量長距離通信向け光ファイバ応用部品の高性能化に関する研究 

 

 

エレクトロニクスソサイエティでは、今年度からニューズレターの発行を年四回に改正しました。 

次号は２００７年１月発行予定です。                    （企画広報担当: 望月） 


